









































































まず、 「先王同文の治」 （太宰春台の語、後述）という伝統を共有する漢文圏においては、中国は長い間、 「文学」 （ 「文」 ）















統治されている清朝中国 比べれば、日本或いは朝鮮こそ 漢文圏の中心（ 「華」 「文」 、孔孟の教えの継承者）たるべきである。しかし、 ずれが真の継承者になれるの 。そ ライバル意識 外交のため 文交流に現れているほかに、それぞれの著作にも表現されている。　






































らは詩賦外交という伝統を有する漢文圏 おい 外国から来た使節と対等に交流ないし競争しようとしていた。特に、荻生徂徠を初めとした徂徠学派文士はそういうふうに望んでいた。山県周南 言わせれば、秦漢以前 士大夫の う 「使」（外交使者）は「士の専務」である（
（（） 。擬古主義の関連からいうと、彼らは中国春秋戦国時代の外交使節、或いは唐で活
躍していた遣唐使に演じられる舞台を求めてい 。だが 擬古は単なる創作意識に関わる演技では く、現実の政治 関わる行動になる場合もあるはずであ 。　
それゆえに、拙稿は従来の通信使研究が重んじる善鄰と友好という「和」の面だけではなく、詩文による競爭の面をも重


































録』が編纂され、出版さ た。それには 専ら徂徠学派 及びその周辺詩人と朝鮮通信使と 筆談と唱和詩が収録
徂徠学派文士と朝鮮通信使
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文を競うライバルだけ はなく、 「晁卿の交」 （盛唐期、阿部仲麻呂と李白、王維などの中国詩人 の交流）を実現する相手でもある。　
実際、徂徠の弟子たる太宰春台もこのような「古道」の観点から朝鮮通信使との漢詩外交を見ている。申維翰を始めとし



























































鄜山の目から見ると、当代文学の風雲児は当然 徂徠学派の文士である。しかし、こうした答えを聞いた後、朴矩軒は徂徠学派の学問を理解す 気がなか ようで、さらに進んで質問をしなかった はいえ 後述のように れ以後の旅程に伴い、江戸で、松崎観海ら の筆談によっ 、徂徠の学問にかかわる認識を深めていく。　
右の引用文ではもう一つの注目すべきところがある。それは服部と春台を代表にした一般的な徂徠学派論とはやや異な























































































































































たが、三代の「聖人の道」を価値的に優越していると認め う に、当 日本（徳川日本）と三代との近似性まで主張するようになっている。その結果として、日本 論が生まれ のである。　
一方、朝鮮通信使は滝鶴台らとの唱和と筆談を通 て、より徂徠学を知るようになっている。彼らは徂徠学に対して批判










































































































































徂徠は「学校者治之本也、儒者之事也」 （ 「県先生八十序」 、 『徂徠集』九巻、九五頁）と述べている。
（
16）　



































24）　『七家唱和集』に収録された七人の詩集は、室鳩巢『朝鮮客館詩文稿』 、三宅観瀾『支機閒談』 、木下菊潭『班荊集』 、服部寛斎『桑韓唱酬集』 、雨森芳洲『賓館結貯集』 、土肥霞洲『桑韓唱和集』 、祇園南海『正徳和韓集』である。
（
25）　








































































































59）　『客館璀粲集』前篇、二丁表、 「附聞見雑録」 『海游録』 、三四三頁。
（
60）　
申維翰「玉壺詩稿序」 『玉壺詩稿』 （国立公文書館内閣文庫所蔵本） 。ちなみに 徂徠学派文士は尾張で 蘭皐のほかに 朝比奈文淵も










































之意也」 （ 「奉送朝鮮製述青泉申公序」 （ 『信陽山人韓館倡和稿』 ）と述べている。
（
70）　


































































































































 『蜻蛉国志』 、一六二頁と、朴斉家『北学議』外篇、 「通江南浙江商舶議」などをも参照。
〔附記〕
　
本稿は、住友財団二〇一一年度「アジア諸国における日本関連研究助成」による研究成果の一部である。
　【キーワード】　　
・荻生徂徠
　
・朝鮮通信使
　
・古文辞学
　
・筆談
　
・唱和
